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災害時に共に助け合えるコミュニティづくり
　避難が必要な大規模災害時に力を発揮するのは地域の自主防災組織で
す。今回は、地震発生時の行動の流れをまとめましたので、自主防災訓練

などに役立ててください。
『 共 助 』

地震発生時の市民の行動

一時避難地に集合 

（地区集会所・近くの公園など）

　〇自主防災本部の設置 

　〇住民の安否確認

　〇初期消火

　〇救出・救助

　〇高齢者、障がいの

　　ある人などの避難

　　支援 

　〇救護活動

地震（災害）発生

身の安全の確保

　〇火元を確認 

　〇家族は大丈夫か

　〇非常持出品の用意

　〇靴を履く

情報の収集

　〇ラジオをつける 　〇情報の確認 

自宅で生活

　〇プライバシー確保 

　〇食料在庫

　〇ふとん確保

避難所（小・中学校など） 

のグラウンドに集合

避難所の体育館など 

で避難生活

　非常持出品は袋に入れて、すぐに持ち出せる場所に

置いていますか。また、避難地まで持って動ける重さ

ですか。確認をしましょう。

非常持出品の確認

Ｑ．　避難所は、地震が発生すると、いつでも開

　設されるのですか？

Ａ．　いいえ。市内で震度５強以上が発生したと

　き、すべての避難所を開設します。また、自主

　避難した人がいる場合にも開設します。

避難所の開設について、よくある質問

自宅が無事 自宅が焼失・全半壊

▲避難所運営訓練の様子（区画作り作業）

　ブレーカーを切る 
　訓練内容をチェック
　□　安否確認（黄色いハンカチ作戦実施）

　□　高齢者、障がいのある人などの避難支援（避難

　　支援が必要な家を確認。訓練にて支援を実施）

　□　初期消火（消火器、可搬式ポンプ、バケツリ　

　　レーなどによる消火）

　□　救出・救助（家から避難地まで担架搬送を実

　　施）

　□　救護活動（三角巾の使用方法を確認）

　いつもの訓練のほかにも…避難所単位でも、レイア

　　ウトの区画作りや入室訓練、仮設トイレの設置な

　　どの訓練を実施しましょう。

地震に備えて地域で訓練

　市ホームページ、ソーシャルメディア（Facebook、

Twitter）、市民メール（みしまるホッとメール）など

のツールで情報をお届けします。詳しくは、市ホーム

ページをご覧ください。

市からの情報の収集方法
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今
年
は
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
戦
か

ら
七
十
周
年
の
節
目
の
年
に
当
た
り
ま

す
。
終
戦
は
、
単
に
一
つ
の
戦
争
に
負

け
た
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
を
契

機
と
し
て
領
土
が
縮
小
さ
れ
、
非
軍
事

化
や
民
主
化
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
変

革
が
行
わ
れ
、
社
会
が
大
き
く
変
わ
っ

て
い
き
ま
し
た
。
な
か
で
も
憲
法
の
改

正
は
政
府
だ
け
で
な
く
民
間
の
多
く
の

人
た
ち
が
関
心
を
寄
せ
、
議
論
や
意
見

の
表
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
し
い
日
本
国
憲
法
は
昭
和
二
十
一

年（
一
九
四
六
）十
一
月
三
日
に
公
布
さ

れ
ま
す
が
、
こ
の
年
の
六
月
、
三
島
で

も
憲
法
改
正
草
案
に
つ
い
て
の
市
民
検

討
会
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
会
場
は
西

国
民
学
校（
現
在
の
西
小
学
校
）講
堂
で
、

参
加
者
は
約
七
十
名
、
四
時
間
に
わ
た

る
も
の
で
し
た
。
検
討
会
で
は
主
権
の

あ
り
方
や
戦
争
放
棄
、
国
民
の
権
利
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
点
に
つ
い
て
賛
成
・
反

対
の
意
見
が
出
さ
れ
、
活
発
な
討
論
が

展
開
さ
れ
ま
し
た
。
現
代
で
は
当
た
り

前
の
こ
と
と
し
て
多
く
の
国
民
に
受
け

入
れ
ら
れ
て
い
る
主
権
在
民
や
二
院
制

に
つ
い
て
も
発
言
者
に
よ
っ
て
賛
否
が

分
か
れ
ま
し
た
。
終
戦
か
ら
一
年
も
経

っ
て
い
な
い
時
期
だ
け
に
、
変
革
の
真

っ
た
だ
中
に
い
た
人
た
ち
の
真
摯
な
姿

勢
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
活
発
な
市
民
検
討
会
は
「
庶
民

大
学
三
島
教
室
」
が
主
催
し
た
も
の
で

す
。「
庶
民
大
学
」
は
終
戦
直
後
の
数

年
間
、
地
元
の
文
化
団
体
と
若
手
知
識

人
に
よ
り
生
ま
れ
た
教
育
文
化
運
動
で
、

三
島
近
郊
に
疎
開
し
て
い
た
若
手
の
労

働
法
学
者
・
木
部
達
二
が
中
心
と
な
っ

て
組
織
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

民
主
主
義
、
教
育
、
経
済
学
か
ら
文

学
や
映
画
な
ど
広
範
囲
に
わ
た
る
講
座

が
開
か
れ
、
講
師
陣
も
政
治
学
者
の
丸

山
真
男
、
歴
史
学
者
の
石
母
田
正
な
ど

若
手
第
一
線
の
学
者
が
招
か
れ
ま
し
た
。

彼
ら
に
よ
る
講
座
は
多
く
の
聴
講
生
に

と
っ
て
有
意
義
な
も
の
と
な
っ
た
ば
か

り
で
な
く
、
聴
講
生
と
の
質
疑
応
答
や

意
見
交
換
は
新
進
気
鋭
の
講
師
に
と
っ

て
も
大
き
な
刺
激
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

庶
民
大
学
の
活
動
は
講
座
の
開
講
に

留
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
機
関
紙
「
庶

民
大
学
通
信
」
が
発
行
さ
れ
、「
読
書

部
」
と
い
う
書
籍
販
売
部
門
も
活
動
し

ま
す
。
庶
民
大
学
の
活
動
は
ひ
と
つ
の

教
育
文
化
運
動
と
し
て
展
開
し
て
い
っ

た
の
で
す
。

　

先
の
市
民
検
討
会
は
、
そ
の
前
に
合

計
七
回
に
お
よ
ぶ
講
座
を
行
っ
て
か
ら

開
催
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。
こ
の
よ
う

な
事
前
の
学
習
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
検

討
会
で
の
活
発
な
議
論
と
な
っ
た
と
い

え
ま
す
。
ま
た
、
検
討
会
の
様
子
は

「
庶
民
大
学
通
信
」
に
掲
載
さ
れ
、
当

日
参
加
で
き
な
か
っ
た
会
員
に
も
伝
え

ら
れ
ま
し
た
。

　

庶
民
大
学
は
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
か
ら

昭
和
二
十
四
年
に
は
活
動
を
停
止
し
ま

す
。
し
か
し
、
そ
の
成
果
は
市
民
の
中

に
受
け
継
が
れ
、
昭
和
三
十
八
年
か
ら

の
石
油
化
学
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
反
対
運
動

に
お
い
て
、
市
民
に
よ
る
学
習
活
動
を

基
盤
に
し
た
活
動
の
展
開
に
繋
が
っ
て

い
き
ま
し
た
。

問 郷土資料館（緯９７１－８２２８）

　

中
郷
の
各
地
区
で
は
七
月
初
め
、
夏
場
の
は
や
り
病

や
害
虫
の
駆
除
を
願
っ
て
オ
テ
ン
ノ
ウ
サ
ン
と
呼
ば

れ
る
祭
が
行
わ
れ
ま
す
。
い
く
つ
か
の
神
社
で
は
、
ふ

ん
ど
し
姿
の
男
性
が 
祠 
に
格
子
状
に
荒
縄
を
か
け
た

ほ
こ
ら

手
造
り 
神
輿 
を
か
つ
ぐ
勇
壮
な
祭
と
な
っ
て
い
ま
す
。

み

こ

し

　

安
久
で
は 
御
神
楽
天
王 
さ
ん
保
存
会
が
中
心
と
な

お
か
ぐ
ら
て
ん
の
う

っ
て
行
わ
れ
、
王
子
神
社
内
で
神
輿
を
造
っ
て
供
物
を

供
え
、
担
ぎ
手
全
員
で
お 
神
酒 
を
飲
み
干
し
た
後
、
太

み

き

鼓
の
音
と
共
に
夕
刻
神
社
を
出
発
し
ま
す
。
麦
わ
ら

が
燃
や
さ
れ
、
わ
っ
し
ょ
い
の
掛
け
声
の
中
、
さ
か
ん

に
水
を
掛
け
合
い
集
落
全
体
が
盛
り
上
が
る
様
は
、
ま

さ
に
男
の
祭
で
す
。
夜
も
更
け
た
こ
ろ
神
社
に
戻
り
、

荒
縄
を
外
し
た
神
輿
の
祠
部
分
を
安
置
し
て
祭
は
終

わ
り
と
な
り
ま
す
。

　

安
久
で
は
一
度
途
絶
え
た
こ
の
祭
が
復
活
し
て
今

年
で
三
十
四
回
目
。
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に

よ
り
各
地
で
伝
統

行
事
の
存
続
が
危

ぶ
ま
れ
て
い
ま
す

が
、
保
存
会
の
呼

び
か
け
も
あ
り
若

い
参
加
者
も
増
え

て
き
て
い
る
そ
う

で
す
。

No.３２８

▲神輿を担ぐふんどし姿の男たち

▲庶民大学通信（昭和２１年）

 
三
島
の
村
名
２

　

安
久
村

　
（
中
郷
地
区
）

　

室
オ
テ
ン
ノ
ウ
サ
ン
室　

や
す
ひ
さ

終戦直後からの 

社会の民主化の動き 

ー庶民大学三島教室ー


